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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第41期

第２四半期累計期間
第42期

第２四半期累計期間
第41期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 3,639,549 3,269,777 9,046,732

経常利益又は経常損失（△） (千円) △40,213 △188,214 325,671

四半期純損失（△）
又は当期純利益

(千円) △52,837 △201,412 452,191

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,266,921 1,266,921 1,266,921

発行済株式総数 (千株) 7,716 7,716 7,716

純資産額 (千円) 1,282,897 1,570,033 1,787,832

総資産額 (千円) 6,565,802 6,100,349 6,575,528

１株当たり四半期純損失金額
（△）又は１株当たり当期純利
益金額

(円) △6.88 △26.23 58.88

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 2.00

自己資本比率 (％) 19.5 25.7 27.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △518,735 △591,850 729,528

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △122,223 △42,076 △142,623

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 480,054 400,707 △516,459

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 219,172 217,303 450,522

　

回次
第41期

第２四半期会計期間
第42期

第２四半期会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 17.38 0.16

（注)１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２ 売上高には消費税等は含まれておりません。

３ 持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、第41期は潜在株式が存在しないため

記載しておりません。また、第41期第２四半期累計期間及び第42期第２四半期累計期間では、１株当たり四

半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響からは回復傾向にあるものの、米国

景気の減速懸念、欧州の債務問題の深刻化等から急激な円高に進行するなど、景気の先行きは不透明な状

態が続いております。

また、建設業界においては、東日本大震災による縮減・見直し、景気の停滞感などから設備投資は減少

傾向にあり、依然厳しい市場環境にありました。

このような状況のなか、当社は地球環境保全に貢献できる太陽光発電屋根や、従来の金属屋根では対応

できなかったビル・マンションへの防水屋根のほか、高機能・高品質屋根の普及に努めてまいりました。

当第２四半期累計期間においては、大型案件が少なく、また、工期ずれの物件などがあり、売上高は

3,269百万円（前年同期比10.1％減）となりました。その内訳は製品売上高が1,958百万円（前年同期比

9.2％減）、請負工事高が1,311百万円（前年同期比11.5％減）となりました。また、損益面におきまして

は、売上高が減少したことなどにより営業損失は156百万円（前年同期は1百万円の損失）、経常損失は

188百万円（前年同期は40百万円の損失）、四半期純損失は201百万円（前年同期は52百万円の損失）と

なりました。

なお、当社の売上高は建設業界固有のマーケット特性により、事業年度の後半に著しく増加する傾向に

あり、よって、当第２四半期の営業利益・経常利益及び四半期純利益はマイナスになっております。

　
(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ475百万円減少し6,100百万円となりました。

その主な要因としては、現預金が233百万円減少、売上債権の回収増に伴い売上債権が331百万円減少した

ことなどによります。

負債合計は、運転資金の借入により借入金が440百万円増加しましたが、仕入債務が498百万円減少した

ことなどにより、前事業年度末に比べ257百万円減少し4,530百万円となりました。

純資産合計は、配当金の支払い15百万円及び当第２四半期累計期間の四半期純損失の影響により、前事

業年度末に比べ217百万円減少し1,570百万円となり、自己資本比率は25.7％になりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び預金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比
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べ233百万円減少し217百万円となりました。なお、資金の増減内容については、主として以下の要因によ

るものであります。

営業活動によるキャッシュ・フローについては、税引前四半期純損失を188百万円計上、仕入債務が498

百万円減少、たな卸資産が121百万円増加した反面、売上債権が331百万円減少したことなどにより、△591

百万円（前年同期は△518百万円）となっております。

投資活動によるキャッシュ・フローについては、機械設備などの取得による支出16百万円、投資有価証

券の取得による支出20百万円などにより、△42百万円（前年同期は△122百万円）となっております。

財務活動によるキャッシュ・フローについては、金融機関からの借入金実行が2,000百万円、借入金返

済が1,559百万円あったことなどにより、400百万円（前年同期は480百万円）となっております。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は46,148千円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,160,000

計 29,160,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,716,063 7,716,063
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 7,716,063 7,716,063― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

― 7,716,063 ― 1,266,921 ― ―
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

舩木 元旦 神奈川県藤沢市 1,986 25.7

舩木商事有限会社 神奈川県藤沢市亀井野403 724 9.3

舩木 清子 神奈川県藤沢市 631 8.1

全国元旦代理店持株会 神奈川県藤沢市湘南台1-1-21 547 7.0

元旦ビューティ工業株式会社
従業員持株会

神奈川県藤沢市湘南台1-1-21 330 4.2

関東甲信越元旦会持株会 神奈川県藤沢市湘南台1-1-21 289 3.7

元旦取引先持株会 神奈川県藤沢市湘南台1-1-21 271 3.5

日鉄住金鋼板株式会社 東京都中央区日本橋本町1-5-6 251 3.2

東北北海道元旦会持株会 神奈川県藤沢市湘南台1-1-21 229 2.9

株式会社横浜銀行
(常任代理人
資金管理サービス信託銀行株式会社)

神奈川県横浜市西区みなとみらい3-1-1
（東京都中央区晴海1-8-12）

165 2.1

計 ― 5,425 70.3
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式       38,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式    7,637,000 7,637 ―

単元未満株式 普通株式       41,063― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 7,716,063 ― ―

総株主の議決権 ― 7,637 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
元旦ビューティ工業株式会社

神奈川県藤沢市湘南台
１－１－21

38,000 ― 38,000 0.49

計 ― 38,000 ― 38,000 0.49

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成23年７月１日から

平成23年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 473,602 240,384

受取手形及び売掛金 ※１
 1,131,134

※１
 1,054,973

完成工事未収入金 614,076 358,579

製品 360,656 375,201

仕掛品 17,966 6,108

未成工事支出金 156,737 128,716

原材料 369,255 516,192

その他 285,972 290,492

貸倒引当金 △3,136 △2,545

流動資産合計 3,406,265 2,968,103

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 628,180 605,581

機械及び装置（純額） 273,856 245,425

土地 1,795,133 1,795,133

その他（純額） 121,365 108,588

有形固定資産合計 2,818,535 2,754,728

無形固定資産 27,749 30,282

投資その他の資産

その他 491,461 510,018

貸倒引当金 △168,483 △162,783

投資その他の資産合計 322,977 347,235

固定資産合計 3,169,263 3,132,246

資産合計 6,575,528 6,100,349

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,804,388 1,361,963

工事未払金 212,810 156,664

短期借入金 703,728 1,450,249

1年内償還予定の社債 35,000 35,000

未払法人税等 30,302 18,059

製品保証引当金 41,622 39,919

その他 357,779 193,413

流動負債合計 3,185,631 3,255,269

固定負債

社債 180,000 162,500

長期借入金 1,095,117 789,232

退職給付引当金 294,813 297,920

その他 32,134 25,394

固定負債合計 1,602,064 1,275,047

負債合計 4,787,696 4,530,316
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(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,266,921 1,266,921

利益剰余金 535,544 318,774

自己株式 △14,502 △15,133

株主資本合計 1,787,963 1,570,562

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △130 △529

評価・換算差額等合計 △130 △529

純資産合計 1,787,832 1,570,033

負債純資産合計 6,575,528 6,100,349
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(2)【四半期損益計算書】
　【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

売上高 3,639,549 3,269,777

売上原価 2,617,215 2,344,015

売上総利益 1,022,334 925,762

販売費及び一般管理費 ※１
 1,023,700

※１
 1,082,406

営業損失（△） △1,366 △156,644

営業外収益

受取配当金 3,015 3,021

仕入割引 1,099 1,336

その他 5,328 3,265

営業外収益合計 9,444 7,623

営業外費用

支払利息 32,486 22,592

その他 15,804 16,601

営業外費用合計 48,291 39,193

経常損失（△） △40,213 △188,214

特別利益

貸倒引当金戻入額 957 －

保証債務取崩益 632 －

特別利益合計 1,589 －

特別損失

固定資産除却損 － 15

投資有価証券売却損 1,500 －

特別損失合計 1,500 15

税引前四半期純損失（△） △40,123 △188,230

法人税、住民税及び事業税 12,713 13,182

四半期純損失（△） △52,837 △201,412
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △40,123 △188,230

減価償却費 91,277 84,767

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,884 △691

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,242 3,107

製品保証引当金の増減額（△は減少） 2,778 △1,703

受取利息及び受取配当金 △3,225 △3,118

支払利息 32,486 22,592

売上債権の増減額（△は増加） △1,077 331,757

たな卸資産の増減額（△は増加） △368,428 △121,603

仕入債務の増減額（△は減少） 71,795 △498,570

その他 △255,373 △174,275

小計 △462,533 △545,968

利息及び配当金の受取額 3,265 3,139

利息の支払額 △34,110 △24,162

法人税等の支払額 △25,356 △24,859

営業活動によるキャッシュ・フロー △518,735 △591,850

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △37,965 △16,627

投資有価証券の取得による支出 △90,000 △20,000

投資有価証券の売却による収入 7,000 －

貸付金の回収による収入 2,281 1,332

その他 △3,539 △6,781

投資活動によるキャッシュ・フロー △122,223 △42,076

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 990,000 2,000,000

短期借入金の返済による支出 △590,000 △1,200,000

長期借入れによる収入 525,000 －

長期借入金の返済による支出 △421,510 △359,364

その他 △23,435 △39,928

財務活動によるキャッシュ・フロー 480,054 400,707

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △160,904 △233,219

現金及び現金同等物の期首残高 380,077 450,522

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 219,172

※１
 217,303
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【追加情報】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

  ※１ 受取手形割引高

　

　
前事業年度

(平成23年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

受取手形割引高 1,534,513千円 822,456千円

　

(四半期損益計算書関係)

　※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

広告宣伝費 33,703千円 37,403千円

販売促進費 23,287 〃 20,407 〃

給料・賞与 429,924 〃 441,375 〃

退職給付費用 12,598 〃 13,688 〃

製品保証引当金繰入額 19,690 〃 7,919 〃

貸倒引当金繰入額 ― 〃 △691 〃

減価償却費 12,173 〃 12,814 〃

　

    売上高の季節的変動

前第２四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)及び当第２四半期累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

当社の売上高は、最終ユーザーの設備投資等の状況により、事業年度の後半に売上高が著しく増加する

傾向にあります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

　

　
前第２四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

現金及び預金 242,235千円 240,384千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△23,062 〃 △23,080 〃

現金及び現金同等物 219,172千円 217,303千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

配当金支払額

該当事項はありません。

　

当第２四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 15,357 2 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

(セグメント情報等)

前第２四半期累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自

平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

【セグメント情報】

当社は、金属屋根事業、ならびにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は次のとおりであります。

　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

 　１株当たり四半期純損失金額 6円88銭 26円23銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失金額(千円) 52,837 201,412

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純損失金額(千円) 52,837 201,412

    普通株式の期中平均株式数(千株) 7,679 7,677

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月８日

元旦ビューティ工業株式会社

　　　取　締　役　会  御中

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    水    上    亮 比 呂    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    澤    田    修    一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている元旦
ビューティ工業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第42期事業年度の第２四半期会計

期間(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23
年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ
・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、元旦ビューティ工業株式会社の平成23年９月30日現在
の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適
正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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